
ブスはブスなりに恋をしている

桜木　桜花

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ブ
ス
は
ブ
ス
な
り
に
恋
を
し
て
い
る

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
３
２
６
Ｐ

【
作
者
名
】

　
桜
木
　
桜
花

【
あ
ら
す
じ
】

　
主
人
公
、
崎
田
　
夢
乃
【
さ
き
た
　
ゆ
め
の
】
の
兄
に
頼
ま
れ
、
敵
対
す
る

学
校
や
暴
走
族
の
組
織
に
顔
が
ば
れ
た
夢
乃
の
警
護
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

不
良
五
人
組
。

夢
乃
の
兄
、
純
太
【
じ
ゅ
ん
た
】
は
、
自
分
が
暴
走
族
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を

隠
し
て
い
た
。
が
、
そ
れ
が
夢
乃
に
ば
れ
、
夢
乃
と
純
太
の
仲
は
悪
く
な
る
。

五
人
は
夢
乃
に
惹
か
れ
、
夢
乃
を
必
死
で
守
り
な
が
ら
、
純
太
と
仲
直
り
さ
せ

よ
う
と
さ
せ
る
・
・
・
。
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１
‖
警
護

　
私
の
高
校
は
、
何
人
か
の
生
徒
が
、
学
年
や
学
校
を
ケ
ン
カ
で
仕
切
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、
五
人
で
い
つ
も
つ
る
ん
で
い
る
人
達
が
い
る
。
一
応
、
五
人

と
も
モ
テ
る
。
み
ん
な
、
『
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
・
５
【
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

フ
ァ
イ
ブ
】
と
五
人
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
る
。
ド
ラ
マ
や
映
画
に
な
っ
た
、
あ

の
漫
画
み
た
い
に
、
も
っ
と
マ
シ
な
名
前
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
私
は
つ
く
づ

く
思
う
。

　
『
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
』
は
、
日
本
語
に
な
お
す
と
、
『
感
情
』
に
な
る
。

四
字
熟
語
で
言
う
と
、
『
喜
怒
哀
楽
』
。

　
な
ぜ
、
『
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
・
５
』
な
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
五
人
に
あ

る
。

　
ま
ず
、
『
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
・
５
』
の
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
一
人
目
は
、
笹
野
　
一
途
【
さ
さ
の
　
い
ち
ず
】
。
こ
の
人
は
、
い
つ
も
笑

っ
て
い
て
、
何
か
、
爽
や
か
（
？
）
っ
て
い
う
感
じ
。
で
も
、
こ
の
人
が
一
番
、

蹴
り
が
強
い
ら
し
い
。
身
長
、
百
八
十
三
セ
ン
チ
。
不
良
の
兄
に
よ
る
と
、
一

番
腹
筋
が
す
ご
い
ら
し
い
。
み
ん
な
か
ら
の
呼
び
名
が
、
『
Ｈ
Ｅ
Ｅ
【
ヒ
ー
】
』

。
日
本
語
で
、
『
喜
』
。
顔
に
似
合
っ
て
い
る
呼
び
名
だ
。

　
二
人
目
は
、
遠
野
　
克
巳
【
と
お
の
　
か
つ
み
】
。
こ
の
人
は
、
い
つ
も
怒

っ
て
る
。
と
思
う
。
と
に
か
く
、
目
が
怖
く
て
、
そ
の
覇
気
だ
け
で
、
他
校
の

不
良
を
黙
ら
せ
た
ら
し
い
。
身
長
は
百
九
十
五
セ
ン
チ
で
、
超
筋
肉
質
。
が
っ

し
り
し
て
い
る
。
み
ん
な
か
ら
の
呼
び
名
、
『
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
【
ア
ン
ガ
ー
】
』
。

日
本
語
で
、
『
怒
』
。
本
人
も
気
に
入
っ
て
い
る
。

　
三
人
目
は
、
白
金
　
千
夏
【
し
ろ
か
ね
　
ち
か
】
。
こ
の
人
は
、
甘
え
ん
坊
。

目
を
潤
ま
せ
て
、
頼
み
事
を
す
る
の
が
、
得
意
ら
し
い
。
背
は
百
六
十
五
セ
ン

チ
。
一
応
、
男
の
人
と
言
う
感
じ
の
体
つ
き
は
し
て
い
る
。
そ
し
て
ロ
リ
系
の

顔
。
で
も
、
ケ
ン
カ
は
強
い
。
み
ん
な
か
ら
の
呼
び
名
は
、
『
Ｓ
Ａ
Ｄ
【
サ
ー

ド
】
』
。
日
本
語
で
『
哀
』
。

　
四
人
目
は
、
若
葉
　
信
吾
【
わ
か
ば
　
し
ん
ご
】
。
こ
の
人
は
、
と
に
か
く
、
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面
倒
く
さ
が
り
。
し
か
も
、
ス
ケ
ベ
。
身
長
は
百
七
十
七
セ
ン
チ
。
少
し
筋
肉

が
つ
い
て
い
て
、
見
た
目
は
チ
ャ
ラ
い
。
ケ
ン
カ
も
強
い
み
た
い
で
、
み
ん
な

か
ら
の
呼
び
名
は
、
『
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』
。
日
本
語
で
、
『
楽
』
。
い
つ
も
楽
を
し

て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
。
単
純
だ
な
。

　
五
人
目
は
、
坂
月
　
風
雅
【
さ
か
づ
き
　
ふ
う
が
】
。
こ
の
人
は
・
・
・
よ

く
分
か
ら
な
い
。
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
は
す
る
が
、
心
か
ら
感
情
を
出
し
て

い
な
い
み
た
い
な
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
。
身
長
百
八
十
八
セ
ン
チ
。
と
に
か
く
、

細
い
。
み
ん
な
か
ら
の
呼
び
名
は
『
Ｎ
Ｏ
【
の
ー
】
』
や
、
『
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
【

の
ー
め
ん
】
』
。
意
味
は
、
『
（
感
情
が
）
無
の
男
性
』
と
言
う
意
味
と
、
『

能
面
』
と
言
う
意
味
の
二
つ
が
あ
る
。

　
Ｈ
Ｅ
Ｅ
（
喜
）
、
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
（
怒
）
、
Ｓ
Ａ
Ｄ
（
哀
）
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
楽
）

、
Ｎ
Ｏ
（
無
）
の
五
人
は
、
全
員
が
表
情
を
英
語
で
表
さ
れ
る
の
で
、
『
Ｅ
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
・
５
』
な
の
だ
。

　
こ
の
五
人
（
全
員
高
校
一
年
生
）
を
私
が
よ
く
知
っ
て
い
る
理
由
・
・
・
そ

れ
は
、
兄
が
不
良
だ
か
ら
。
ま
ぁ
、
兄
の
こ
と
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。
つ
い
で

に
私
の
自
己
紹
介
も
。

　
兄
の
名
前
は
、
崎
田
　
純
太
【
さ
き
た
　
じ
ゅ
ん
た
】
。
少
し
、
シ
ス
コ
ン

が
入
っ
て
い
る
が
、
ケ
ン
カ
は
強
く
て
、
頭
が
い
い
。
感
情
豊
か
。
身
長
百
八

十
五
セ
ン
チ
。
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
と
一
緒
で
、
筋
肉
質
。
み
ん
な
か
ら
の
呼
び
名
は
、

『
Ａ
Ｌ
Ｌ
【
オ
ー
ル
】
』
。
日
本
語
で
『
全
部
』
。
こ
れ
は
、
感
情
豊
か
だ
か

ら
ら
し
い
。

　
で
、
私
の
名
前
は
、
崎
田
　
夢
乃
【
さ
き
た
　
ゆ
め
の
】
。
成
績
は
上
の
ほ

う
。
ケ
ン
カ
は
強
く
な
い
け
ど
、
度
胸
は
あ
る
方
。
自
分
的
に
は
、
身
長
百
五

十
五
セ
ン
チ
。
体
重
は
重
く
て
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
体
系
。
お
な
か
は
出
て
い
な
い

け
ど
、
太
も
も
（
と
足
）
が
太
く
て
、
後
は
そ
れ
な
り
に
肉
が
つ
い
て
る
。
友

達
や
兄
に
は
、
『
夢
【
ゆ
め
】
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
高
校
二
年

生
。

　　
私
は
、
平
凡
に
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
よ
う
に
、
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
・
・
・

「
ね
ぇ
、
こ
の
Ａ
ク
ラ
ス
に
、
崎
田
先
輩
の
妹
、
い
る
よ
ね
。
」
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と
あ
る
日
の
昼
休
み
に
呼
ば
れ
た
。
あ
の
五
人
だ
。
こ
の
学
校
は
、
成
績
で
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
か
や
っ
て
き
た
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の
Ｅ
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
・
５
。
わ
ざ
わ
ざ
、
Ａ
ク
ラ
ス
に
来
な
く
て
も
・
・
・
。

「
崎
田
は
私
だ
け
ど
？
」

私
が
言
う
と
、
四
人
は
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。
一
人
だ
け
、
真
顔
だ
。

「
何
？
さ
っ
さ
と
、
用
件
を
い
い
な
。
」

私
は
も
ろ
上
か
ら
目
線
で
そ
う
言
っ
た
。
す
る
と
、
Ｈ
Ｅ
Ｅ
が
、
私
を
抱
き
か

か
え
た
。

「
は
？
何
や
っ
て
ん
の
？
お
ろ
し
て
。
」

私
が
そ
う
言
う
と
、
Ｈ
Ｅ
Ｅ
は
す
ご
く
笑
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｙ
じ
ゃ
な
く
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
で
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
？
」

Ｈ
Ｅ
Ｅ
が
そ
う
言
っ
た
。
『
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｙ
』
は
『
不
細
工
』
と
言
う
意
味
。

『
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
』
は
た
し
か
、
『
天
然
』
だ
っ
た
と
思
う
。
個
人
的
に
、

呼
ぶ
な
ら
、
『
不
細
工
』
の
ほ
う
が
い
い
。
『
天
然
』
と
は
、
死
ん
で
も
言
わ

れ
た
く
な
い
ね
。
私
の
縦
巻
き
パ
ー
マ
は
、
天
然
だ
。
し
か
も
、
髪
の
色
も
天

然
茶
髪
。
だ
か
ら
、
小
学
校
の
と
き
は
、
『
天
然
ち
ゃ
ん
』
と
ず
っ
と
呼
ば
れ

て
い
た
。

「
呼
ぶ
な
ら
、
苗
字
か
名
前
。
英
語
で
呼
ぶ
な
ら
、
『
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｙ
』
で
い

い
。
」

私
が
言
う
と
、
Ｈ
Ｅ
Ｅ
は
ま
た
笑
っ
た
。

「
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｙ
で
い
い
の
？
じ
ゃ
あ
、
自
己
紹
介
を
す
る
ね
。
今
日
か
ら
、

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
警
護
を
頼
ま
れ
た
、
笹
野
　
一
途
で
す
。
Ｈ
Ｅ
Ｅ
っ
て
呼
ん

で
。
」

Ｈ
Ｅ
Ｅ
は
そ
う
言
う
と
、
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
、
私
を
下
ろ
し
た
。

「
同
じ
く
、
お
前
の
警
護
を
頼
ま
れ
た
、
遠
野
　
克
巳
。
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
だ
。
」

「
同
じ
く
、
白
金
　
千
夏
で
す
。
Ｓ
Ａ
Ｄ
っ
て
呼
ん
で
。
」

「
同
じ
く
、
若
葉
　
信
吾
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
す
。
よ
ろ
ー
。
」

「
同
じ
く
、
坂
月
　
風
雅
。
風
雅
で
い
い
。
」

風
雅
が
そ
う
言
う
と
、
み
ん
な
は
風
雅
を
見
た
。



5

「
お
前
は
Ｎ
Ｏ
だ
ろ
う
。
」

Ｈ
Ｅ
Ｅ
が
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。
風
雅
は
無
視
を
し
て
、
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
。

「
わ
か
っ
た
、
風
雅
っ
て
呼
ぶ
ね
。
そ
れ
よ
り
、
私
が
聞
き
た
い
の
は
、
何
で

こ
ん
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。
」

私
が
言
う
と
、
四
人
は
笑
っ
た
。

「
Ａ
Ｌ
Ｌ
さ
ん
か
ら
、
頼
ま
れ
た
ん
だ
よ
。
」

Ｈ
Ｅ
Ｅ
が
言
っ
た
。
私
は
嫌
な
予
感
が
し
た
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
？
も
し
か
し
て
、
敵
対
す
る
学
校
に
、
私
の
顔
が
ば
れ
た
と

か
？
い
つ
も
、
あ
の
人
が
一
緒
に
い
る
と
、
よ
く
あ
る
ん
だ
け
ど
。
」

私
が
そ
う
言
う
と
、
五
人
全
員
が
う
な
ず
い
た
。

「
し
か
も
、
敵
対
す
る
学
校
、
全
部
に
ば
れ
た
ん
だ
。
」

Ｈ
Ｅ
Ｅ
が
そ
う
言
う
と
、
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
が
私
の
手
を
後
ろ
手
に
つ
か
ん
で
、
そ

の
ま
ま
お
兄
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。

「
痛
い
、
痛
い
！
」

私
が
そ
う
言
っ
て
も
、
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
は
放
そ
う
と
し
な
い
。
い
つ
の
ま
に
か
、

お
兄
ち
ゃ
ん
の
教
室
の
前
に
い
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
三
年
の
Ａ
ク
ラ
ス
。

「
Ａ
Ｌ
Ｌ
さ
ん
！
夢
乃
さ
ん
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。
」

Ｈ
Ｅ
Ｅ
が
そ
う
言
っ
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
呼
ぶ
。

「
よ
、
夢
乃
。
」

お
兄
ち
ゃ
ん
が
そ
う
言
っ
て
、
私
に
近
づ
い
て
く
る
。

「
何
で
、
私
の
警
護
が
こ
の
五
人
な
の
？
私
、
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
さ
ん
が
い
い
。
そ

れ
か
、
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
さ
ん
。
」

私
が
そ
う
言
う
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は
首
を
横
に
振
っ
た
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
さ
ん
と
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
相
棒
で
、
Ａ
ク
ラ
ス
。
名
前
は
、

勝
篠
　
白
也
【
か
つ
し
の
　
し
の
や
】
。
頭
が
よ
く
て
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
、

ス
タ
イ
ル
が
良
く
て
・
・
・
す
ご
く
カ
ッ
コ
イ
イ
人
。
身
長
百
八
十
セ
ン
チ
く

ら
い
。
名
前
が
白
也
だ
か
ら
、
『
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
【
ホ
ワ
イ
ト
】
』
と
い
う
呼
び

名
な
の
だ
。

　
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
さ
ん
は
、
風
雅
の
お
兄
さ
ん
で
、
Ａ
ク
ラ
ス
。
名
前
は
坂

月
　
翔
雅
【
さ
か
づ
き
　
し
ょ
う
が
】
。
超
優
し
く
て
、
頭
が
い
い
。
お
兄
ち
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ゃ
ん
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
野
球
が
得
意
で
、
た
ま
に
勉
強
も

教
え
て
く
れ
る
。
身
長
、
百
八
十
五
セ
ン
チ
。
『
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
【
ア
ミ
ュ

ー
ジ
ン
グ
】
』
は
『
面
白
い
』
と
言
う
意
味
。

「
白
也
も
翔
雅
も
、
お
前
と
学
年
が
違
う
か
ら
、
帰
る
時
間
が
違
っ
た
ら
困
る

だ
ろ
う
。
い
つ
襲
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
。
」

「
こ
の
三
人
は
、
ク
ラ
ス
が
違
う
で
し
ょ
う
！
」

「
こ
い
つ
ら
、
次
の
テ
ス
ト
で
Ａ
ク
ラ
ス
は
い
る
か
ら
。
」

お
兄
ち
ゃ
ん
が
そ
う
言
っ
た
。
す
る
と
、
風
雅
が
私
の
肩
を
叩
い
た
。

「
心
配
し
て
る
と
思
う
け
ど
、
俺
ら
は
、
大
丈
夫
だ
か
ら
。
」

「
次
の
テ
ス
ト
っ
て
・
・
・
無
理
で
し
ょ
！
Ｃ
ク
ラ
ス
な
の
に
。
Ｃ
ク
ラ
ス
か

ら
Ｂ
ク
ラ
ス
に
入
る
だ
け
で
も
、
難
し
い
ん
だ
よ
！
」

私
が
そ
う
言
う
と
、
風
雅
は
無
表
情
で
、
私
の
頭
を
な
で
た
。

「
俺
は
頭
が
い
い
ん
だ
。
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
簡
単
に
入
れ
る
。
た
ぶ
ん
、
信

吾
以
外
の
奴
ら
も
全
員
。
」

風
雅
は
そ
う
言
う
と
、
他
の
四
人
を
見
た
。

「
お
前
ら
、
Ａ
ク
ラ
ス
に
入
れ
よ
。
」

「
了
解
！
」

お
兄
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
て
、
五
人
は
す
ぐ
に
う
な
ず
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ブスはブスなりに恋をしている
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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